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　Synopsis　The　so ・ca服ed
‘‘Tokyo 　west −suburb 　epilachna

，，
　was 　described　or三9ina玉1y

from　Fuch食　and 　Kodaira　City　in　the　western 　suburbs 　of 　Tokyo．　 Its　range 　is　now
extended 　from　Chiba　to　Glfu　Prefec掘 re．
on 　Cauiophyllum　thatictreides 　robustum ．

This　form　is　a　potato　leaf　pest　but　breeds

　東京西 郊型 エ ピ ラ ク ナ は ， オ オ ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ テ ン トウ群 の な か で もと くに 興味深い 問題点を 含

む型で あ る が ， そ の 分布地域 や 食性 ， ル イ ヨ ウ マ ダ ラ テ ン トウ と の 類縁関係などに っ い て 調査 して

きた 結果を こ こ に 取 りま とめ て報告 した い ．

　本文 に 入 る に 先だ ち，ご助言 と原稿の こ校閲を 賜わ っ た朝比奈正二 郎博± ， な らび に，貴重 な研

究材料を ご提供下 さ っ た 安江安宣，新保友之 ， 宮沢 謙 ， 宮井俊
一

， 福 田 彰，山崎柄根の 諸氏 に 対

して 深謝 の 意を表す る．

分　布　地　域

　「東京西郊型 エ ピ ラ ク ナ 」 とい う名前 は ， 江原 （1955）に よっ て ， オ オ ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ ともコ ブ ォ

オ ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ とも異な る こ の 疑問型 に 対 して 提案 され た．そ の 当時，こ の 疑問型の 分布地 域 は

東京の 西郊， す な わ ち府 中， 小平，八 王 子方面 の み と思 わ れ て い た．それか ら約 IO年後 の 1966年

ま で に は ， 東京 よ りも温暖な ， 鎌倉，逗子，小 田原地方（神奈用県）の ジ ャ ガ イ モ や ナ ス の 畠 に も普

通 に 棲息 して い る こ とがわ か っ た （安富 ，
1966）．

　さ らに 調査 が 進む に つ れ て ， 東京西郊型 エ ピ ラ ク ナ の 分布地域 は きわ め て 広範囲なもの で あ る こ

とがわ か っ て きて ， 1973年 ま で に ， つ ぎの 6 都県に お け る分布が 確認され た．

　東京 ： 三 多摩地区 の ほ ぼ全域 （23 区内に は 棲息しな い ）．

　埼玉 ： 所沢 e 飯能 ・ 名栗 。 高麗川方面．東京 西 郊型 の 分布北 限地 で あり ， これ よ り北方 に 分布す

る オ オ ＝ ジ a ウヤ ホ シ と混悽す る所 が 多 い ．

　神奈川 ： ほ ぼ県下
一

円に 東京西郊型 が 分布 し て い る が ， 相摸湖付近 だ け は オ オ ニ ジ ュウヤ ホ シ が

分布．三 浦半島の 南限 は 東逗子付近．

　静岡：富士 山南麓 の 御殿 場 ・ 三 島。沼津か ら富士宮方面 t お よ び 海岸線を除 く伊豆半島 （南限は

湯 ケ 野付近）．

　由梨：雷士 娼ぞ い の 下部 ， 甲斐常葉地方．霞中湖，河 口 湖方面は オ オ ニジ ュ ウ ヤ ホ シ が分布，

　干葉 ： 上総亀山， 鹿野 山 山麓方面．東京西郊型 の 分布東限 と もい え る が ， こ の 房総半島の 東京西

郊型 は ， 翅鞘斑紋，腿節の 色彩などに 若干 の 差異が 見出され る く安富，1973）．また ， 飼生に お い て
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も， 後述 の よ うな 相違点 が 認め られ るの で ，今後詳し く再検討 した い ，

　そ して ， 東京西郊型 エ ピ ラ ク ナ の 分布の 西限は窟士川流域で あ る と考え られ て い た ． と こ ろが

1973年 7 月 26 日に ，安江安宣氏が 国鉄飯田線平岡駅付近 （長野県天竜村）の ナ ス 畠で東京西郊型

を採集， 7 月 27 日 に 開か れ た 第 2 回 エ ピ ラ ク ナ 懇談会で 報告され た こ とか ら， こ の エ ピ ラ ク ナ の

分霜調査が さ ら に西方に 集中 し ， 1975年 9 月 まで にそ の全貌が ほ ぼ明らか に な っ た d

　新 し く分布が確認 された の は，大井川，天竜川，お よ び木曾川 の 各流域で あ り， 前記 6都県に さ

らに 長野 ， 愛知 ， 岐阜 の 3 県が 加わ り， 東京西郊型 エ ピ ラ ク ナ は 計 9 つ の 都県 に わた っ て 棲息する

こ とに な る．以下 に，大井川，天竜川，木曾川ぞい の 蠻息地を記録す る．

　大井川 付近 ： 大井川上流の 千頭 か ら井川湖方面 に 分布 す る （宮本 ・坂 口 ・ 新保，1975）．

　天竜川付近： 飯田線平岡駅
一

帯は東京西郊型， 1 つ 北方の 為栗駅の そば に は オ オ ニジ ュ ゥ ヤ ホ シ

が分布す る こ とを 1973 年 9 月上 旬 に宮井俊一氏が確認され ，筆者も同年 9 月 30 日 に ， 静岡県水

窪付近 か ら長野県天竜村方面 を 調査 し，東京西 郊型が 広 く分布して い る こ とを 知 っ た、そ の 後 ， 宮

沢謙氏や新保友之氏らは さらに詳し く天竜規ぞい の 棲息地を調べ られ ， 現在 ま で に つ ぎの 諸地域が

確認 され て い る，阿南町御供 ， 天竜村平岡 ， 上村上 中郷 （以上長野県下伊那郡）．水窪町，佐久 間町

（以上静岡県）．豊根村粟世 ， 明金 ， 東栄町 本郷，設楽町 田 口 ，呼間 ， 田 峯 ， 三都橋 ， 作手村守義 ，

西 田原，白鳥， 津具村簣 ノ 子 ， 足助町北小 田 ， 鳳来町大代，身平橋，松下く以上愛知県）．

　木曾川付近 ： 宮沢，薪保両氏に よ り，中津J9［市郊外（与坂 ， 中村 ， 川上 ， 恵那社参道）か ら土岐川

ぞ い の 三郷町， 瑞浪市方面に か け て 分布 して い る こ とが 確認され た．瑞浪付近 が 東京西郊型 の 分布

西 限 で あ り，木曾川 を 西 に は こ え て い な い もの と考え られ る，
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　　　　　　　　　　　　 図 1　 東 京 西 郊 型 エ ピ ラ ク ナ 分 布 図．
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， 府 中 ； 2
， 高 尾 ；3，日原 ；4，所 沢 ； 5，飯 能 ；6，名 栗 ；7，鎌 倉 ； 8，厚 木 ；9， 小 田原 ； 10

， 山

牝 ；11，御殿場 ； 12，三 島 ；13
， 沼 津 ；14， 湯 ケ 島； 15，湯 ケ 野 ； 16，富士 宮 ； 17，下 部 ；18，井

川湖 ； 19，千頭 ； 20，水 窪 ； 21
， 天 竜 ； 22

， 阿南御供 ；23
， 豊根 ； 24，簣 ノ 子 ；25，下小 田 ；26

，

設 楽 田 口 ；27，東 栄 本郷 ；28，鳳来 松下 ； 29，作 手 守義 ；30，中津川 与 坂 ； 31，中津 ll沖 村 ；32，

三 郷 ；33，瑞 浪 ；34，上 総 亀 1⊥i；35，鹿 野 山．
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　以上 の 記録を と りま とめ ， 東京西郊型 エ ピ ラ ク ナ の 分布図を作 っ て み る と図 正の 点鏑 で黒 くした

部分に な る が，そ の 分布地域 の 特微 は，オ オ ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ テ ン トウ の 分布南限地 か らニ ジ ュ ウ ヤ

ホ シ テ ソ トウ の 分布北限地 の あい だ付近で あり， 両種の 空白地 帯を 埋 め ， あ るい は ， 両者の い ずれ

か と混棲 して い る所 も多 い ．

　tt ＝ ジ ュゥ ヤ ホ シ との 混棲地 を あげて み る と ， 関東で は ， 埼玉県 の 所沢，飯能 ， 高麗川方面 で

あ り， 同じジ ャ ガ イ モ や ナ ス の 葉上 に 混棲す るが ， 両者間の 雑交 は ほ とん ど見 られない ．そ して ，

筆者 の 調査結果 と 幽崎柄根氏 の 採集標本を検した 結果 とをあわ せ 考え ると， 1965年頃か ら 1975年

に か け て の 最近 10年間に ，飯能や 高麗付近で は 東京西 郊型 の 数が ふ え ， 多少 そ の 分布 が拡が りっ

つ ある 傾向が み られ る．天竜川付近 で は ， 長野県阿南町御供や 愛知県藍根村明金 と粟世に オ オ ニ

ジ ュ ウ ヤ ホ シ と の 混棲 地 が あ る（宮本 ・ 坂 口 ・新保 ， 1975）．また ， 木曾川流域で は ，岐阜県中津川

付近 に 混棲地が ある こ とを宮沢謙氏が 確認され た （同氏 の 採集 され た 標本は ， 中津川市郊外 の 中村

で 東京西郊型 13頭，オ オ ＝ ジ ＝ ウ ヤ ホ シ 2頭， 与坂で 東京西郊型 5頭 ・ オ オ ＝ ジ ュ ウヤ ホ シ 31頭

で あり ， 与坂 トソ ネ ル が こ の 地方に お け る東京西郊型 の 分布北限 と思 わ れ る）．

　 ニ ジ ュ ゥ ヤ ホ シ テ ン トゥ と の 混棲は ， 関東 か ら伊豆半島に か けて は か な り広範 囲に 認め られ ， 愛

知 県 で は 鳳来寺山山麓の 鳳来 町 松下，お よび設楽町三都橋付近で見られ る．
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食 性

　福 田 （1970）に ょ っ て ，

“
東京西 郊型 エ ピ ラ ク ナ に も っ とも近い 特徴 を有す る ＝ ピ ラ ク ナ

”

と して

報告され た ル イ ヨ ウ V ダ ラ テ ン ト ウ は 自然 界 で ル イ ヨ ウ ボ タ ソ　CaulophyUum 　thalictroides　robustum

を生育完了植物とし ，

一
方 ， 東京西郊型 エ ピ ラ ク ナ は ジ ャ ガ イ モ や ナ ス の 害虫で あ る．そ し て 前者

は 薄暗い 林中に 棲息 し ， 後者は 開放的 な 畠で 生活 して い る．しか し， 両者 は 形態的に は ま っ た く区

別 で ぎな い ．

　筆者は 東京西郊型 エ ピラ ク ナ と ル イ ヨ ウ マ ダ ラ テ ン トウ の 類縁関係を も っ と 追求した い と考え ，

1970年8 月か ら 1973 年 9 月 に か け て 食性実験 を お こ な っ た・25℃
， 関係湿度 85％ ・ 16時間 照明

に 調節され た 飼育室内で ，容器 と して は径 12cm
・ 高さ 15　cm の ガ ラ ス ポ ッ トを 用 い た・ポ ッ bの

底に は 炉 紙 を し き，水を 入 れ た 小瓶 に 食草を さ し ， ポ ッ トの 上面は ガーゼ で蔽 い ゴ ム バ ン ドで と め

た ．ふ 化直後 の 幼虫か ら，それ ぞれ ， ジ ャ ガ イ モ ，ま た は ル イ ヨ ウボ タ ン で 飼育 し ， 幼 虫期 聞 と羽

化率 を 調べ た．

　東京西郊型 エ ピ ラ ク ナ に ル イ ヨ ウ ボ タ ン を与えた 場合の 幼虫期闘は 16〜18 日で あ り ， ジ ャ ガ イ

モ の 葉を与 え た 実験区 とま っ た く差異が 認 め られ ず，羽 化率 もほ ぼ 同様 で あ っ た ．もち ろ ん ， 成虫

も ル イ ヨ ゥ ボ タ ソ を好食す る ．一
方， ル イ ヨ ウ マ ダ ラ テ γ ト ウ に ジ ャ ガ イ モ の 葉を与え た 場合 も，

幼虫期闘 は や は り 16−18H で ， ル イ ヨ ウボ タ ン を食草と した 実験区とま っ た く同様 に 生育完了 し

た ，しか しな が ら ， 群馬県土合産 の 典型的な本州型ア ザ ミマ ダ ラ テ ソ トウ （＝ ブ ォ オ ニ ジュゥ ヤ ホ

シ ） に ル イ ヨ ウ ボ タ ン を与 え る と，幼 ・成虫と も， 食痕 1つ さえ残さずに すべ て餓死す る，こ の よ

うに 食性 の 面か らみ て も，東 京西 郊型エ ピ ラ ク ナ と ル イ ヨ ウ マ ダ ラ テ ソ ト ウ とは きわ め て近縁な ＝

ピ ラ ク ナ で あ る こ とを窺知で き る．

　さ らに ， 小山 ・滝沢 （1974）は 幼虫や サ ナ ギ の 斑紋 8形質の 出現度を百分率 で 表わ し・円形 グ ラ

フ を え がい て オ ォ ニ ジュウ ヤ ホ シ テ ン ト ウ群各型を 比 較検討 した と こ ろ ， 東京西郊型 エ ピ ラ ク ナ と

ル イ ヨ ウ マ ダ ラ テ ン ト ウの 斑紋型 は きわ め て よ く
一致し ， ア ザ ミ マ ダ ラ テ ソ トウ や オ オ ニ ジ a ウ ヤ

ホ シ の そ れ とは い ち じ る し く異 な る こ とを発見 して報告した．
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　以上 の 諸資料 を総合 し て考察すると， 東京西郊型 エ ピ ラ ク ナ は 本州型 ア ザ ミ マ ダ ラ テ ソ トウ （コ

ブ ォ ォ ニ ジ ュ ウ ヤ ホ シ ） の 流れを汲む もの で は な くて ， ル イ ヨ ウ マ ダ ラ テ ン ト ウ と起源を 同 じ くす

る もの か も知れない と推定され る．

　しか し， 東京西郊型 エ ピ ラ ク ナ とル イ ヨ ウ マ ダ ラ テ ン ト ウ と の 間 に ま っ た く差異 が ない わけ で も

な い ．朝鮮人参の 日本に お げる野生種 とい われ る トチ バ ニソ ジ ソ Panax 　iaponicus（ウ コ ギ科）を ル

イ ヨ ウ マ ダ ラ テ ン ト ウは好食し ， 幼虫期間，羽化率と もル イ ヨ ウ ボ タ ソ を 与 え た 場 合 と 大 差 な い 結

果とな り，青森県十和 田 に お い て も長野県戸隠に お い て も， 自然界で こ の植物か ら幼虫，成虫が得

られ て い る の に 反 し， 東京西郊型 エ ピ ラ ク ナ の 1令幼虫に トチ バ ＝ ン ジ ソ を与え る と 2令 ま で の 間

に すべ て 斃死 し， 生育完了 しない ，ま た，東京西郊型エ ピ ラ ク ナ は ヤ マ ブ キ ソ ウ ffコlomecon　iapon　i−
cum （ケ シ 科）で も生育完了す るが （安富 ， 1973），

ル イ ヨ ウ マ ダ ラ テ ン トウは ヤ マ ブキ ソ ウで は生

膏完了 しない （た だ し， 東京西 郊型 エ ピ ラ ク ナ で も房総産 の もの は ヤ マ ブキ ソ ウを 摂食 しな い ）．

要 約

　1． 東京西郊型 エ ピ ラ ク ナ は 最初東京の 西郊，府中や 小乎地方か ら記録 され た が ， そ の 後調査が

進む に つ れ て 広 く本州中央部 に分布す る こ とが わ か っ て きた．そ の 分布範囲は ， 東 は 千葉県か ら西

は 妓阜県 に 及ぶ．

　2． 東京西 郊型 エ ピ ラ ク ナ は ジ ャ ガ イ モ の 害虫で あ るが ， ル イ ヨ ウ ボ タ ン で も順調に 生育を完了
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